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令
和
５
年
５
月
２１
日
（
日
）
一
堂
に

会
し
て
の
対
面
方
式
に
よ
る
第
２１
回

柏
地
域
支
部
総
会
及
び
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
が
対
面
方
式

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
は
、
令
和
元
年

５
月
１９
日
開
催
の
第
１７
回
以
来
と
な

り
ま
す
。
当
日
は
、
千
葉
県
西
部
支
部

長
の
前
田
勝
己
氏
を
は
じ
め
６
地
域
支

部
長
の
ご
参
加
を
賜
り
、
会
員
２９
名
に

ご
家
族
３
名
の
総
勢
３９
名
の
ご
出
席
を

い
た
だ
き
総
会
を
開
催
し
、
提
案
し
ま

し
た
５
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
て
出
席
者

会
員
の
拍
手
に
よ
り
賛
成
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

懇
親
会
に
入
り
、
来
賓
を
代
表
し
て

千
葉
県
西
部
支
部
長
の
前
田
勝
己
氏

よ
り
、
令
和
４
年
度
を
も
っ
て
西
部
支

部
長
職
を
退
任
す
る
、
と
い
う
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
乾
杯
の
ご
発
声
は
、
出

席
者
の
う
ち
最
年
長
の
山
内
賢
明
氏

（
９１
歳
酒
造
会
社
会
長
）
に
行
っ
て
い
た

だ
き
、
歓
談
に
入
り
ま
し
た
。
歓
談
中

に
は
、
現
役
明
大
生
の
サ
ー
ク
ル
で
あ
り

ま
す
津
軽
三
味
線
「
響
」
に
よ
る
演
奏
が

あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ア
ン
コ
ー

ル
の
声
が
上
が
り
、
演
奏
後
に
は
来
賓
の

方
や
会
員
か
ら
、
部
員
は
何
名
い
る
の

か
、
三
味
線
は
自
前
な
の
か
等
の
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
柏
地
域
支

部
創
立
２０
周
年
を
記
念
し
ポ
ケ
ッ
ト
付

き
チ
ケ
ッ
ト
ホ
ル
ダ
ー
（
男
性
は
青
色
、

女
性
は
赤
色
）
を
全
会
員
に
配
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
・
懇
親

会
に
も
、
山
内
氏
か
ら
焼
酎
の
寄
贈
が

あ
り
、
大
学
か
ら
の
贈
答
品
の
日
本
酒

等
開
栓
し
な
か
っ
た
ボ
ト
ル
は
、
ご
来
賓

の
方
、
司
会
進
行
の
２
名
の
方
、
「
創
立

２０
周
年
の
歩
み
」
の
作
成
者
に
進
呈
し

ま
し
た
。
懇
親
会
も
終
盤
に
向
か
い
、

当
支
部
の
宴
会
で
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
、
石
原
敏
和
氏
リ
ー
ド
に
よ
る

校
歌
斉
唱
、
そ
し
て
山
田
一
一
柏
市
議

会
議
員
の
閉
会
の
挨
拶
で
盛
り
上
が
っ

た
懇
親
会
も
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
５
月

８
日
か
ら
は
、
感
染
症
法
上
で
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
部
類
に
な
り
ま
し
た

が
、
依
然
と
し
て
感
染
者
が
発
生
し
て

お
り
、
で
き
る
限
り
の
３
密
（
密
集
・
密

接
・密
閉
）
の
回
避
、
臨
機
応
変
の
マ
ス
ク

着
脱
の
励
行
は
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
当
支
部
は
創
立
２０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
今
後
３０
周
年
、
４０
周
年

を
迎
え
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、

ご
支
援
が
是
非
と
も
不
可
欠
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

柏
地
域
支
部
長 
昭
和
４４
年
商
卒 

竹
之
内 

明
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令
和
５
年
６
月
１８
日
（
日
）
、
柏
市
の
ハ

ー
ト
柏
迎
賓
館
に
お
い
て
第
２０
回
明
治

大
学
校
友
会
千
葉
県
西
部
支
部
総
会
・

懇
親
会
が
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

に
か
け
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

の
影
響
に
よ
り
、
総
会
は
書
面
表
決
の

方
式
を
採
って
き
ま
し
た
が
、
令
和
５
年

度
は
一
堂
に
会
し
て
の
対
面
方
式
に
な

り
、
柏
地
域
支
部
は
、
平
成
２５
年
６
月

２３
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
第
１０
回
以

来
、
１０
年
ぶ
り
に
総
会
・
懇
親
会
を
担

当
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
梅
雨
の
間
の
晴
れ
間
と
い
う

よ
り
は
、
猛
暑
日
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ご

来
賓
の
明
治
大
学
理
事
岩
田
守
弘
氏
、

明
治
大
学
校
友
会
副
会
長
桜
井
義
修

氏
（東
京
都
西
部
支
部
長
）、
千
葉
県
東

部
支
部
前
支
部
長
石
田
日
出
夫
氏
の
３

名
様
、
西
部
支
部
会
員
１
０
９
名
で
総

勢
１
１
２
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

柏
地
域
支
部
の
伊
東
忠
雄
副
支
部
長

の
司
会
進
行
の
も
と
に
、
柏
地
域
支
部

長
の
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
前
田
勝
巳

西
部
支
部
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
中

で
こ
の
総
会
終
了
を
も
って
退
任
さ
れ
る
、

と
の
話
が
出
ま
し
た
。
議
事
録
署
名
人

に
柏
地
域
支
部
会
員
の
片
倉
慶
孝
氏
、

森
田
高
年
氏
の
両
名
が
選
任
さ
れ
、
続

い
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
議
事
案
件
の
う

ち
、
人
事
案
件
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
西

部
支
部
長
に
山
中
勇
氏
（
浦
安
地
域
支

部
）
、
新
幹
事
長
に
板
橋
純
三
郎
氏
（
浦

安
地
域
支
部
）
、
柏
地
域
支
部
関
係
で

は
、
副
支
部
長
に
私
、
監
査
委
員
に
植

松
敏
有
氏
の
選
任
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
柏
地
域
支
部
の
加
茂
治
男
氏
、

伊
東
忠
雄
氏
、
今
井
享
氏
が
幹
事
と
し

て
報
告
さ
れ
、
そ
の
他
の
案
件
に
つ
き
ま

し
て
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
議

案
と
し
て
、
柏
地
域
支
部
会
則
改
訂
の

報
告
が
あ
り
、
今
後
、
西
部
支
部
か
ら

明
治
大
学
校
友
会
会
長
に
連
絡
し
て
、

会
長
の
承
認
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
総
会
の
後
、
ご
来
賓
の
岩
田
守
弘
氏
、

桜
井
義
修
氏
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

今
年
の
１１
月
１８
日
、
１９
日
に
開
催
さ

れ
ま
す
第
５９
回
明
治
大
学
全
国
校
友

愛
知
大
会
の
宣
伝
・
広
報
担
当
者
か
ら

の
ビ
デ
オ
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。 

司
会
者
が
代
わ
り
柏
地
域
支
部
の
宮

本
仁
也
氏
、
金
田
登
志
夫
氏
の
両
名
に

よ
る
司
会
進
行
の
も
と
に
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
令
和
５

年
度
柏
地
域
支
部
総
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
も
好
評
を
博
し
ま
し
た
明
治
大

学
津
軽
三
味
線
「
響
」
（
６
人
体
制
）
の

演
奏
が
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
各
地
域
支
部
紹
介
の
後
、
全
国

校
友
千
葉
大
会
盛
会
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
た
前
田
勝
巳
支
部
長
、
武
士
田
卓

志
幹
事
長
に
、
令
和
４
年
度
時
の
７
地

域
支
部
長
で
協
議
し
て
贈
る
こ
と
に
し

ま
し
た
記
念
品
を
伊
与
久
美
子
市
川
地

域
支
部
長
、
柴
田
良
子
柏
地
域
支
部
会

員
か
ら
進
呈
し
ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
は
、

石
原
俊
和
氏
、
明
治
大
学
応
援
団
の
現

役
監
督
菅
谷
康
徳
氏
（
松
戸
地
域
支
部
）

の
二
人
体
制
の
リ
ー
ド
で
一
段
と
一
体

感
を
感
じ
ま
し
た
。 

結
び
に
あ
た
り
第
２０
回
総
会
・
懇
親

会
は
柏
地
域
支
部
が
担
当
し
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
、
絶
大
な
る
ご
協
力
を

頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

柏
地
域
支
部
長 

昭
和
４４
年
商
卒 

竹
之
内 

明  

         

  

私
が
大
学
入
学
の
た
め
、
１９
歳
ま
で

過
ご
し
た
ふ
る
さ
と
を
出
て
上
京
し
た

の
は
１
９
７
０
年
春
の
こ
と
で
す
か
ら
、

早
い
も
の
で
５３
年
前
に
な
り
ま
す
。
。 

今
回
は
私
の
ふ
る
さ
と
和
歌
山
県
か
つ

ら
ぎ
町
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

県
庁
所
在
地
の
和
歌
山
市
か
ら
奈
良

県
を
水
源
と
す
る
紀
の
川
に
沿
っ
て
上

流
へ
約
３０
キ
ロ
、
１
２
０
０
年
前
に
空
海

が
真
言
密
教
の
修
行
の
場
と
し
て
開
い

た
高
野
山
の
麓
に
位
置
す
る
「
世
界
遺

産
と
フ
ル
ー
ツ
の
ま
ち
」で
あ
り
ま
す
。 

世
界
遺
産
は
高
野
山
と
深
い
関
係
が
あ

り
、
全
国
の
丹
生
神
社
の
総
本
宮
で
あ
る

丹
生
都
比
売
神
社
で
、
フ
ル
ー
ツ
の
ま
ち

の
所
以
は
和
歌
山
県
が
生
産
量
日
本
一

を
誇
る
み
か
ん
・
柿
の
生
産
が
古
く
か
ら

盛
ん
で
、
そ
の
他
桃
・ぶ
ど
う
・梨
等
も
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
ら
ぎ
町
の
地
形

は
盆
地
に
近
く
、
果
実
の
栽
培
に
寒
暖
差

を
生
か
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。 

又
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
し
て
は
サ
バ
の
押
し

寿
司
を
柿
の
葉
で
包
ん
だ
柿
の
葉
寿
司

が
あ
り
、
帰
省
の
際
は
必
ず
食
べ
た
く

な
る
も
の
で
す
。
時
折
、
柏
高
島
屋
の
デ

パ
地
下
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
も
見
か
け
ま
し
た
ら
試
し
に
購
入
さ

れ
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
つ
て
は
２
４
、
０
０
０
人
を
超
え
た
人 

千
葉
県
西
部
支
部
総
会 

私

の

ふ

る

さ

と 
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口
も
現
在
は
１
５
，
０
０
０
人
余
り
と
過

疎
化
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
京
奈
和
自

動
車
道
や
大
阪
府
和
泉
市
と
の
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
に
よ
り
格
段
に
ア
ク
セ
ス
が
良
く

な
り
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
や
宿
泊
施
設

の
誘
致
も
進
ん
で
い
る
よ
う
で
、
ま
ち
の
発

展
に
大
い
に
期
待
が
高
ま
る
と
こ
ろ
で
す
。 

東
京
及
び
そ
の
周
辺
の
か
つ
ら
ぎ
町
出

身
者
で
構
成
さ
れ
た
「東
京
か
つ
ら
ぎ
会
」

の
２
代
目
代
表
世
話
人
を
務
め
、
地
元
と

の
パ
イ
プ
役
も
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。 

柿
畑
に
囲
ま
れ
た
、
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家

的
な
実
家
は
代
々
続
く
み
か
ん
と
柿
の

生
産
農
家
で
、
現
在
は
大
阪
府
在
住
の

弟
が
柿
の
生
産
に
携
わ
り
、
私
も
繁
忙

期
に
は
手
伝
い
に
帰
省
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
実
家
は
昨
年
母
が
亡
く
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
完
全
に
空
き
家
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
来
年
秋
以
降
は
実
家
中
心
の

生
活
に
移
行
す
る
方
向
で
考
え
て
も
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
「私
の
ふ
る
さ
と
」は
今
後
シ
リ
ー
ズ

化
の
予
定
で
す
。
我
こ
そ
は
と
思
う
方
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

昭
和
４９
年
政
経
卒 

今
井
享 

     

  

投
扇
興
と
言
っ
て
も
ご
存
知
な
い
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
。 

投
扇
興
（
と
う
せ
ん
き
ょ
う
）
と
は
、
中

国
伝
来
の
投
壷
（
と
う
こ
）
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
て
、
江
戸
時
代
の
安
永
二
年
（
１
７

７
３
）
投
楽
散
人
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。
翌
年
に
は
大
流
行
し
、
天

皇
の
前
で
も
行
わ
れ
た
と
か
。
そ
の
後
、

金
銭
や
土
地
を
賭
け
て
ま
で
の
遊
び
と

な
っ
て
し
ま
い
、
文
政
五
年
（
１
８
２
２
）

に
幕
府
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
明
治
に
な
り
禁
止
も

解
か
れ
優
雅
な
室
内
遊
戯
と
し
て
静
か

に
受
け
継
が
れ
て
現
在
に
至
って
い
ま
す
。 

         

桐
箱
の
台
に
立
て
ら
れ
た
「
蝶
」
と
呼

ば
れ
る
的
に
向
か
っ
て
扇
を
投
げ
、
そ
の

扇
・
蝶
・
枕
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
形
を
、

源
氏
物
語
や
百
人
一
首
に
な
ぞ
ら
れ
た

点
式
に
そ
って
採
点
し
、
そ
の
得
点
を
競

う
遊
び
で
す
。 

扇
投
げ
、
扇
お
と
し
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
平
安

貴
族
の
ゲ
ー
ム
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る

よ
う
で
す
が
、
先
に
書
い
た
よ
う
に
江

戸
時
代
中
期
に
作
ら
れ
た
結
構
新
し
い

遊
び
で
す
。 

私
が
こ
の
遊
び
に
興
味
を
持
った
き
っ
か

け
は
、
約
１９
年
前
に
知
人
の
ギ
タ
リ
ス

ト
Ｃ
Ｄ
発
売
記
念
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
家
元

に
お
会
い
し
お
誘
い
を
受
け
た
の
が
始
め

で
す
。
日
本
の
古
典
芸
の
持
つ
「
優
雅
さ

と
ゆ
と
り
」
に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
以
来
す
っか
り
熱
中
し
東

京
三
番
町
の
道
場
で
の
例
会
、
京
都
で

の
例
会
、
鎌
倉
で
の
例
会
、
そ
し
て
優
勝

者
が
集
う
年
間
王
者
決
定
戦
（
帝
国
ホ

テ
ル
に
て
）に
と
顔
を
出
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
ゲ
ー
ム
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
欲
を
捨

て
た
無
の
境
地
か
ら
生
ま
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
す
。
当
然
な
が
ら
礼
儀
作
法

も
厳
し
い
で
す
が
。
試
合
に
参
加
し
て
い

る
時
は
ゆ
った
り
し
た
時
の
流
れ
に
浸
り

心
が
洗
わ
れ
る
境
地
に
な
り
ま
す
。 

幾
つ
か
の
流
派
が
あ
る
の
で
す
が
私
は

都
御
流
に
属
し
本
部
は
京
都
（
現
在
は

千
代
田
区
三
番
町
）に
置
か
れ
て
い
ま
す
。 

参
加
者
は
比
較
的
年
配
の
方
が
多
い
の

で
す
が
、
親
子
で
お
み
え
に
な
る
方
も
い

ら
っし
ゃ
い
ま
す
。 

ま
た
、
投
扇
興
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
投

壷
（
と
う
こ
）
を
行
い
ま
す
。
（
映
画
の
レ

ッ
ド
ク
リ
フ
の
中
に
も
出
て
く
る
の
で
す

が
、
矢
を
壺
に
投
げ
入
れ
て
入
っ
た
本

数
等
で
競
う
も
の
で
す
。
投
壷
の
歴
史

は
古
く
、
中
国
で
は
春
秋
時
代
、
日
本

で
は
投
壷
の
壺
が
正
倉
院
に
も
残
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。 

私
は
現
在
、
銘
定
（
蝶
と
台
と
扇
で
作

ら
れ
て
形
を
何
判
定
す
る
審
判
）
も

時
々
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
源
氏
物
語

形
式
で
は
形
が
桐
壺
か
ら
始
ま
り
夢
の

浮
橋
ま
で
５４
あ
り
ま
す
。
滅
多
に
出
な

い
形
も
多
く
、
中
々
大
変
な
も
の
で
す
。 

な
お
、
服
装
は
自
由
で
現
在
は
多
く
の

方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
立
礼

形
式
で
（立
って
）
行
って
い
ま
す
。 

だ
い
ぶ
前
に
な
り
ま
す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教

育
テ
レ
ビ
（
Ｅ
テ
レ
）
の
子
ど
も
向
け
番

組
に
出
演
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

家
元
の
と
こ
ろ
に
依
頼
が
あ
り
、
事
前

確
認
で
鎌
倉
の
道
場
に
ス
タ
ッ
フ
が
み
え

た
の
で
す
が
、
家
元
は
投
げ
な
い
の
で
、

一
番
弟
子
の
私
が
と
り
あ
え
ず
投
げ
て

み
ま
し
た
。 

た
ま
た
ま
と
い
う
か
、
一
応
狙
っ
て
投

げ
た
の
で
す
が
、
澪
標
（
み
お
つ
く
し
）
と

い
う
型
が
で
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
も
納
得

し
て
出
演
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
の
製
作
会
社
に

行
き
台
本
や
事
前
準
備
、
録
画
日
の
打

母なる紀ノ川 

実家 

私

の

趣

味 

 

筆 者 
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合
せ
等
を
し
、
本
番
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
セ

ン
タ
ー
で
の
収
録
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
個
室
を
あ
て
が
わ
ら
れ
、
待

機
、
そ
し
て
ち
ょ
っ
と
メ
イ
ク
直
し
等
が

あ
り
、
本
番
。 

台
本
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
勝
負
は
子

供
相
手
に
真
剣
勝
負
。
や
ら
せ
な
し
一

本
勝
負
。
途
中
受
け
狙
い
で
澪
標
を
と

ろ
う
と
し
ま
し
た
が
流
石
に
ハ
イ
、
止
め

て
、
投
げ
て
と
邪
魔
ば
か
り
で
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
と
か
勝
っ
て
ホ
ッ

ト
し
た
次
第
で
し
た
。 

 

現
在
は
月
例
会
等
も
含
め
コ
ロ
ナ
禍

で
中
断
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

ろ
そ
ろ
、
家
元
に
お
話
を
し
て
復
活
さ

せ
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。 

昭
５１
年 

法
卒 

森
田
高
年 

           

初
め
ま
し
て
、
こ
の
た
び
、
明
治
大
学

校
友
会
千
葉
県
西
部
支
部
柏
地
域
支

部
に
入
会
い
た
し
ま
し
た
飯
島
茂
春
と

申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

簡
単
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
昭
和
５８
年
法
学
部
卒
業
、
出
身

高
校
は
明
治
大
学
付
属
中
野
高
等
学

校
で
す
。
卒
業
後
は
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
に
対
し
て
、
政
策
金
融
を
実

施
し
て
い
る
国
民
金
融
公
庫
（
現
日
本

政
策
金
融
公
庫
）
に
入
庫
し
ま
し
た
。

初
任
地
は
秋
田
支
店
、
そ
の
後
、
転
居

転
勤
を
重
ね
、
定
年
ま
で
本
店
（
人
事

部
・
情
報
シ
ス
テ
ム
部
・
創
業
支
援
部
）

と
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
支
店
、
合

わ
せ
て
１３
か
所
で
勤
務
し
ま
し
た
。 

趣
味
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
御
朱
印
巡
り

で
す
。
球
根
や
種
、
花
苗
を
植
え
た
り
、

毎
年
咲
く
宿
根
草
を
育
て
た
り
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
御
朱
印
巡
り
は
定
年

退
職
後
に
始
め
、
神
社
仏
閣
を
歩
い
て

い
ま
す
が
、
特
に
お
寺
で
ご
住
職
の
お
話

に
は
感
動
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。 

座
右
の
銘
と
し
て
常
に
心
掛
け
て
い
る

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
「
一
会
一
生
」
で
す
。

こ
の
言
葉
は
初
任
地
の
秋
田
支
店
で
当

時
の
担
当
課
長
か
ら
、
『
「
一
期
一
会
」

と
い
う
言
葉
は
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
今

後
、
仕
事
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
ぜ
ひ

「
一
会
一
生
」
と
い
う
思
い
を
持
ち
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
公
庫
人
生
を
歩
ん
で

欲
し
い
。
』
と
送
別
会
の
際
に
い
た
だ
い
た

も
の
で
、
そ
れ
以
来
、
大
事
に
し
て
い
ま

す
。
「
一
会
一
生
」
の
意
味
は
、
「
人
生

様
々
な
機
会
を
通
し
て
、
一
度
お
会
い

し
て
で
き
た
ご
縁
は
生
涯
か
け
が
え
の

な
い
も
の
」
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
こ
の
言

葉
の
重
み
を
実
感
し
な
が
ら
、
定
年
退

職
ま
で
多
く
の
皆
さ
ま
に
助
け
ら
れ
、

無
事
に
定
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。 

定
年
退
職
後
は
生
命
保
険
会
社
の
顧

問
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
少
し
で
も
活
か
す
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
、
「
一
会
一
生
」
を
念
頭
に

日
々
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

母
校
明
大
中
野
の
校
友
会
武
陵
会
の
活

動
に
関
わ
って
お
り
ま
す
。 

今
回
、
ご
縁
を
い
た
だ
き
柏
地
域
支
部

に
入
会
い
た
し
ま
し
た
。
諸
先
輩
方
と
の 

          

出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

  

●
新
入
会
員
の
紹
介 

今
年
入
会
さ
れ
た
会
員
を
紹
介
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

飯
島
茂
春
さ
ん 

昭
和
５８
年
法
卒 

笹
原
良
介
さ
ん 

平
成
２３
年
農
院
卒 

●
第
１６
回
三
支
部
合
同
コ
ン
ペ 

９
月
１
日
（金
）、
セ
ン
ト
ラ
ル
Ｇ
Ｃ
本
コ
ー
ス 

プ
レ
ー
費 

６
，
３
６
５
円
（食
事
付
） 

新
ペ
リ
ア
方
式
、
参
加
費
１
、
０
０
０
円 

☎
（０
９
０
）２
２
１
１ 

０
５
７
７
（荒
木
） 

三
支
部
合
同
コ
ン
ペ
は
３
月
・９
月
の
第

一
金
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上部組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・

観戦   

飯島茂春 

昭和５８年法卒 

 
澪標 

夢の浮橋 

主 な イ ベ ン ト 予 定  

●牧野記念庭園見学会 
７月２９日（土）９：００柏駅みどりの窓口前 
☎(０９０)６９３０－０７８２（宮本） 

●納涼会 
 ８月２６日（土）１６時キッチンスタジオ ガゼボ 

☎（０９０）７６３６‐２５０６（金田） 

●三地域支部合同ゴルフ大会 
９月 1日（金）セントラルＧＣ本コース  
☎(０９０）２２１１‐０５７７(荒木) 

■ホームカミングデー 
10月 22日（日）特別招待年次の
方はもちろん、どなたでも参加可能 

■全国校友愛知大会 
１１月１８・１９日(土・日)、ウインクあいち 
☎(０90）1553‐6581(竹之内) 

●新春の集い 
令和６年１月２７日(土)会場未定 
☎(０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

●お花見会 
令和６年３月下旬の予定 
☎(０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

●柏地域支部総会 
令和６年５月１９日(日)ハート柏迎賓館 
☎(０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

一 

会 

一 

生 
 

 


